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氷柱透明な輝き

落ち葉を運搬用のビニールシートに集める参加者
＝所沢市城で

さいたま支局

〒330－9550

さいたま市音甫和
区仲町3の12の
6

J S－1ビル
1隋

048（829）2961

FAXO48（829）2964

埼玉棄支局

〒344－0067

着日吉β市中央6
の3の9
048（735）9811

FAX048（739）1219

熊谷支局

〒360－0041

熊谷市営町
2の122

第一宮町ビル
5階

048（521）0012

FAXO48（520）2208

埼玉酉支局

〒350－0042

Jll越市中原町1
の9の1
049（222）0518

FAX049（229）1190

越谷通信部
048（962）2038

川tコ通信部
048（264）7028

朝霞通信部
048（423）8472

所沢通信部
04（2928）3471

秩父通信部
0494（22）0212

埼玉毎日広告社
一‾′‾「冊048・864・252【1

画0120・468・012

県救急医療情報センター

048－824－4199
24時間対応

L　出　　　ろ　塞盗　塁t窃き　－≠ト　ノヾ

し
た
人
々
を
S
L
で
芝
桜

見
物
に
招
待
し
た
。
こ
れ

を
き
っ
か
け
に
連
携
の
輪

が
広
が
り
、
沿
線
地
域
の

運
行
開
始
当
初
の
「
S
L
パ
レ
オ
エ
ク
ス
プ
レ
ス
」
＝
1
9
8
8
年
撮
影
、
秩

（
0
4
8
・
5
2
3
・
3

3
1
7
）
。
バ

【
三
股
智
キ
桧
山
彦
蔵
】

■
　
＝
つ
つ
く

「
秩
父
三
大
氷
柱
」
の
先
頭
を
だ
好
横
瀬

町
芦
ケ
久
保
の
「
あ
し
が
く
ぼ
の
氷
柱
」
が

5
日
開
幕
し
た
。
沢
の
水
を
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー

や
ホ
ー
ス
で
ま
き
、
明
け
方
の
冷
え
込
み
で
氷

柱
を
育
て
る
。
6
年
目
の
今
季
は
年
末
年
始
の

寒
さ
で
例
年
並
み
の
仕
上
げ
に
闇
に
あ
っ
た
と

いう。主
催
す
る
町
観
光
「
産
業
振
興
協
会
の
若
林

定
之
氷
柱
部
会
長
は
「
今
年
は
木
々
の
枝
や
竹

組
み
の
氷
宿
に
力
を
入
れ
オ
ブ
ジ
ェ
の
透
明
感

を
演
出
し
た
」
と
話
す
。

横
瀬
・
芦
ケ
久
保
で
開
幕

見
ご
ろ
の
1
月
下
旬
～
2
月
上
旬
に
は
幅
約

2
0
0
㍍
、
平
均
の
高
さ
3
0
㍍
の
氷
柱
群
が
形

成
さ
れ
る
と
い
う
。
2
月
2
4
日
ま
で
。
月
曜
～

木
曜
日
は
午
前
9
時
～
午
後
4
時
。
金
、
土
、

日
曜
日
と
祝
日
は
午
後
8
時
ま
で
で
、
日
没
か

ら
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
る
。
入
場
料
は
中
学
生

以
上
3
0
0
円
。

三
大
氷
柱
で
唯
一
、
天
然
の
秩
父
市
大
滝
の

「
三
十
槌
の
氷
柱
」
（
2
月
1
7
日
ま
で
）
も
5
日
開

幕
し
た
が
「
暖
冬
で
出
来
が
例
年
の
半
分
」
と
い

う
。
小
鹿
野
町
の
「
尾
ノ
内
百
景
氷
柱
」
は
6
日

～
3
月
3
日
に
開
か
れ
る
。
　
【
桧
山
彦
蔵
】

武
蔵
野
の
落
ち
葉

堆
肥
農
法
体
験
会

所
沢
・
8
5
人
参
加

日
本
農
業
遺
産
に
認
定

さ
れ
た
「
武
蔵
野
の
落
ち

葉
堆
肥
農
法
」
の
体
験
会

が
5
日
、
所
沢
市
城
の
雑

木
林
で
行
わ
れ
た
。

同
市
が
毎
年
主
催
し
、

こ
の
農
法
を
実
践
す
る
市

内
の
農
家
、
池
田
佳
弘
さ

ん
（
6
7
）
が
借
り
て
い
る
雑

木
林
で
行
っ
た
。
8
5
人
が

参
加
し
、
落
ち
葉
を
熊
手

で
ビ
ニ
ー
ル
シ
ー
ト
に
集

め
て
は
何
度
も
運
ん
だ
。

ト
1
1
闘
舅
悌
餞
帆
鉛
琶
嘗
琶
篭
、
t
j

い
、
♪
叩
一
、
′
m
S
p

S
a
蒜
a
∃
a
◎
∃
a
■
⊇
C
h
■
C
O
 
J
P

得
と
認
定
さ
れ
た
の
は
9
9

件
（
同
1
7
件
減
）
で
、
1
2

年
の
統
計
開
始
以
降
初
め

て
減
少
し
た
。
家
庭
で
の

虐
待
が
減
少
し
た
一
方
、

ふ
か
ふ
か
の
落
ち
葉
を
子

ど
も
た
ち
が
歓
声
を
上
げ

な
が
ら
踏
み
、
米
ぬ
か
を

ま
き
入
れ
た
。
約
1
年
発

酵
さ
せ
、
池
田
さ
ん
の
農

場
「
陽
子
フ
ァ
ー
ム
」
で

野
菜
栽
培
に
使
う
。

東
京
農
工
大
（
東
京
都
）

大
学
院
農
学
研
究
院
の
留

学
生
ら
7
人
も
参
加
。
初

体
験
し
た
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ

ン
の
ゾ
キ
ル
・
ラ
キ
モ
フ

さ
ん
（
3
5
）
は
「
地
域
の

資
源
を
生
か
し
た
有
用
な

手
法
と
思
う
」
な
ど
と
話

し
た
。
池
田
さ
ん
は
「
落

ち
葉
堆
肥
を
使
う
と
保
水

性
も
よ
く
、
野
菜
の
味
も

ひ
と
味
違
う
。
多
く
の
人

に
知
っ
て
ほ
し
い
」
と
話

し
て
い
た
。
【
清
藤
天
】


